
調
査
報
告

本
学
所
蔵
「
北
野
社
宮
仕
沙
汰
承
仕
家
資
料
」
所
収
の
中
近
世
文
書
に
つ
い
て（
一
）

尾

下

成

敏

本
学
所
蔵
の
「
北
野
社
宮
仕
沙
汰
承
仕
家
資
料
」
は
、
本
学
の
前
身
京
都
橘
女

子
大
学
が
古
書
肆
か
ら
購
入
し
た
も
の
で
あ
り
、
も
と
は
中
世
・
近
世
の
京
都
の

北
野
社（
北
野
天
満
宮
寺
）に
お
い
て
社
務
を
担
っ
た
十
川
家
の
所
蔵
資
料
で
あ
る
。

文
学
部
歴
史
学
科
で
は
二
〇
一
二
年
・
一
三
年
と
、
こ
の
「
北
野
社
宮
仕
沙
汰

承
仕
家
資
料
」
の
調
査
・
整
理
を
続
け
、
二
〇
一
四
年
に
は
資
料
目
録
「
京
都
橘

大
学
所
蔵

北
野
社
宮
仕
沙
汰
承
仕
家
資
料
目
録
」（『
京
都
橘
大
学
大
学
院
研
究
論

集　

文
学
研
究
科
』
一
二
号
収
録
）を
公
開
し
、
同
年
以
降
、
学
内
の
共
同
研
究
費
を

得
て
翻
刻
作
業
を
行
っ
た
。
そ
の
成
果
は
歴
史
学
科
編
集
・
発
行
の
『
京
都
橘
大

学
史
料
研
究
報
告
集
第
五
集

京
都
橘
大
学
収
蔵
文
書
五
〇
選
』（
二
〇
一
五
年
二

月
刊
行
）・『
京
都
橘
大
学
史
料
研
究
報
告
集
第
六
集

北
野
社
宮
仕
沙
汰
承
仕
家

資
料
・
中
世
史
料
稿
本
』（
二
〇
一
六
年
二
月
刊
行
）と
し
て
公
開
で
き
た
が
、
そ
の

す
べ
て
を
明
ら
か
に
で
き
た
わ
け
で
は
な
い
。
そ
こ
で
本
学
の
研
究
紀
要
に
お
い

て
、
二
〇
一
六
年
三
月
ま
で
に
翻
刻
を
終
え
た
中
世
・
近
世
の
文
書
数
点
を
紹
介

す
る
こ
と
に
し
た
。

と
こ
ろ
で
今
さ
ら
で
は
あ
る
が
、
た
か
だ
か
数
点
と
は
い
え
、
翻
刻
し
て
み
る

と
、
そ
の
字
数
は
決
し
て
少
な
く
な
い
こ
と
に
気
づ
い
た
。
そ
れ
ゆ
え
今
回
は
、

最
も
字
数
の
多
い
「
能
哲
古
記
地
子
銭
受
納
帳
」（
資
料
番
号
Ｉ
―
7
）と
「
林
善

金
等
連
署
闕
所
地
売
券
」（
資
料
番
号
Ｂ
―
9
）を
紹
介
す
る
。

凡
例

一
、
翻
刻
に
あ
た
っ
て
は
、
読
み
や
す
い
本
文
の
作
成
を
目
的
と
し
て
、
以
下
の

原
則
に
し
た
が
っ
た
。

（
1
）
原
則
と
し
て
現
代
常
用
の
字
体
を
用
い
、
変
体
仮
名
は
平
仮
名
に
な
お

し
た
。

（
2
）
仮
名
の
清
濁
は
原
本
に
し
た
が
っ
た
。
ま
た
読
点
は
編
者
が
適
宜
補
っ

た
。

（
3
）
文
字
の
抹
消
に
つ
い
て
は
、
左
傍
に
「
〃
」
を
付
し
た
。
ま
た
抹
消
さ

れ
た
文
字
が
判
読
不
能
の
場
合
は
「
■
」
で
示
し
た
。

（
4
）
漢
字
一
文
字
の
畳
字
は
「
々
」
に
統
一
し
た
。

（
5
）
虫
欠
損
等
に
よ
る
不
可
読
文
字
は
、
文
字
数
を
推
定
で
き
る
場
合
は
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「
□
」
で
示
し
た
。

（
6
）	

合
点
は
「『
」
で
示
し
た
。「
о
」
は
本
文
中
に
表
記
さ
れ
た
も
の
を
、

そ
の
ま
ま
記
し
た
も
の
で
あ
る
。

（
7
）	

編
者
に
よ
る
註
記
は
、
文
字
註
を（　

）に
、
説
明
註
を
＊
で
示
し
た
。

一
、�

文
書
の
体
裁
は
、
原
本
に
し
た
が
う
こ
と
を
原
則
と
し
た
が
、
読
み
や
す
く

す
る
た
め
改
め
た
も
の
も
あ
る
。

一
、�

文
中
の
資
料
名（
文
書
名
）・
資
料
番
号
は
、「
京
都
橘
大
学
所
蔵　

北
野
社

宮
仕
沙
汰
承
仕
家
資
料
目
録
」（『
京
都
橘
大
学
大
学
院
研
究
論
集　

文
学
研
究
科
』

一
二
号　

二
〇
一
四
年
）に
お
け
る
資
料
名（
文
書
名
）・
資
料
番
号
で
あ
る
。

一
、�

収
録
資
料
に
含
ま
れ
る
身
分
差
別
に
関
わ
る
用
語
・
表
記
に
つ
い
て
は
、
差

別
の
史
実
を
認
識
す
る
立
場
か
ら
そ
の
ま
ま
掲
載
し
た
。
そ
れ
は
、
人
権
問
題

を
正
し
く
理
解
し
差
別
の
解
消
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
た
め
で
あ
る
。

1　

能
哲
古
記
地
子
銭
受
納
帳（
資
料
番
号
Ｉ
―
7
）

（
表
紙
・
後
筆
）

　
　
（
黒
印
）  　
　

永
禄
五
年
七
月

　
　
　
　
　
　

能
哲
古
記
地
子
銭
受
納
帳

　
　
（
黒
印
）  　
　

同
至
元
亀
之
初

（
一
丁
目
・
後
筆
）

　
　

能
哲
所
記
、
紙
数
十
四
枚

　
　
　

 

（
綴
じ
目
）�

＊
一
丁
目
綴
ジ
目
ニ
黒
印
ヲ
捺
ス
、
二
丁
目
以
降
モ
同
ジ

＼　

一
西
京
屋
敷
地
子
銭
之
事

　
　

一
同
た
い
た
ん
弥
七
地
子
銭
之
事

　
　

一
石
黒
四
郎
左
衛
門
尉
地
子
事

　
　

一
松
本
宗
茂
方
役
者
銭
事

　
　
　

大
福
帳

　
　

一
三
月
三
日
御
借
銭
之
事

　
　

一
菊（公
亭彦）殿
御
寄
進
柏
野
畠
地
子
銭
之
事
也
、

　
　

一
麦
納
銭
之
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　

能
哲（
花
押
）�

＼

�

＊
斜
メ
太
線
内
ノ
記
載
ハ
、
楮
紙
ノ
上
ニ
記
ス
、
以
下
同
ジ

　
　
　
　
　

 

（
後
筆
）

　
　
　
　
　
　

一　

始

（
二
丁
目
）

＼　

一
請
取
菊（公
亭彦）殿
御
寄
進
柏
野
畠
地
子
銭
之
事

　
　
　
　

合
弐
貫
文
者
、
此
外
五
百
文
、
岡
田
宗
忠
入
道
代
官
徳
分
也
、

　
　
　

右
、
所
請
取
状
如
件
、

　
　
　
　

永
禄
五
年
七
月
十
四
日

　
　

一
請
取
菊
亭
殿
御
寄
進
柏
野
畠
地
子
銭
之
事

　
　
　
　

合
弐
貫
文
者
、
此
外
五
百
文
、
岡
田
宗
忠
入
道
代
官
徳
分
也
、

　
　
　

右
、
所
請
取
状
如
件
、

／

／

／

（16）231



　
　
　
　

永
禄
五
年
十
二
月
卅
日�

＼

　
　
　

 
（
綴
じ
目
）

＼　
　
　

‌�
五
年
請
取
分
、
六
年
六
月
廿
五
日
ニ
此
分
遣
候
、
委
細
者
日
々
記�

ニ
在
之
、

　
　

一
請
取
申
菊
亭
殿
御
寄
進
柏
野
畠
地
子
銭
之
事

　
　
　
　

合
弐
貫
文
者
、
此
外
五
百
文
、
岡
田
宗
忠
入
道
代
官
徳
分
也
、

　
　
　

右
、
所
納
所
如
件
、

　
　
　
　

永
禄
六
年
七
月
十
四
日�

＼

　
　
　
　
　

 

（
後
筆
）

　
　
　
　
　
　

二

（
三
丁
目
）

＼
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＊
記
載
ナ
シ

�

＼

　
　
　

 

（
綴
じ
目
）

＼　
　
　

永
禄
六
年
七
月
六
日

　
　
麦
納
銭
之
事

　
　

一
本
郷
与
七
郎
弁

　
　
　

壱
貫
文
之
内
、
百〃
文〃
不〃
進〃
也〃
、

　
　
同

　
　

一
緒
菅
右
近
助
弁

�

二
百
五
十（文
脱
カ
）

請
取
候
、
但
米
□
上
候
、

　
　
　

壱
貫
六
百
五
十
七
文
之
内
、
不
進
八
百
五
十
七
文
也
、
此
内
四
百
文
、

　
　
　

『
吉
積
民
部
入
道
請
乞
也
、
緒
菅
方
之
不
進
四
百
六〃
五
十
七
文
也
、

　
　

一
同
下
行
方
事

　
　
　
　

三
百
文　
　
　

八
嶋
屋
御
供
分

　
　
　
　

七
百
文　
　
　

衆
中

　
　
　
　

百
文　
　
　
　

奉
行　

貞
福
院
召
之

　
　
　
　

百
文　
　
　
　

執
行　

貞
福
院
召
之�

＼

　
　
　
　
　
　
（
後
筆
）

　
　
　
　
　
　

三

（
四
丁
目
）

＼　
　
　

百
文　
　
　
　

目
代

　
　
　
　

百
文　
　
　
　
役
者
分
、
能
哲
・
能
福
両
人

　
　
　
　

右
此
分
也
、
此
外
者
徳
分
也
、
彼
両
人
不
沙
汰
候
者
奉
行
申
候
て
、

細（
河細
兵川
部藤
大孝夫）殿
御
中
間
を
以
催
促
申
候
て
為
出
申
候
、

　
　
永
禄
六
年
七
月
十
四
日

　
　

一
菊（公
彦
）亭殿

御
寄
進
柏
野
畠
地
子
銭
事

　
　
　

弐
百
文
、
且
納

　
　
　

八
百
文
持
来
候
、
此
内
百
廿
文
悪
銭
返
之
候
、
八
百
七
十
七
文
、
昨

日
弐
十
疋
都
合
し
て
請
取
申
候
、
此
内
能
重
借
銭
ニ
利
本
三
百
四
十

文
返
弁
候
、�

＼

　
　
　

 

（
綴
じ
目
）

／

／

／

／

／

／
／

／

／

本学所蔵「北野社宮仕沙汰承仕家資料」所収の中近世文書について（一）

（17） 230



＼　
　

菊
亭
殿
ヘ
礼
物
之
内
先
日
百
疋
、
今
日
十
八
日
五
百
文
、
借
状
ニ
弐

十
疋
相
副
持
遣
之
候
、
以
上
壱
貫
七
百
文
参
候
、
弥
次
郎
ニ
弐
十
疋

之
内
先
十
疋
先
日
遣
候
、

　
　
十
九
日
ニ

　
　
　

宗（岡
忠田）方
に
て
地
子
方
ニ
酒
一
徳
利
卅
五
文
、

　
　
九
月
一
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
十
六
日

　
　
　

弐
百
文
宗
忠
持
来
候
、
則
十
疋
菊
亭
殿
ヘ
進
上
申
候
、
同
巻
数
□
上

時
、
□
疋
参
候
、

　
　

一
西
京
地
子
銭
之
事

　
　

『
薬
師
堂
前
屋
敷
之
（
野
）の

分
十
七
文
出
候
、

　
　
　

同
西
分
且
十
文
出
候
、
八
文
未
進
、

　
　

『�

た
い
た
ん
弥
七
屋
敷
地
子
銭
百
文
、
去
年
十
二
月
分
相
済
候
、
請
取

重
而
可
遣
候
、
当
納
一
円
未
進
也
、�

＼

　
　
　
　
　

 

（
後
筆
）

　
　
　
　
　
　

四

（
五
丁
目
）

＼　
永
禄
六
、
七
月
十
四
日

　
　

一〃
薬〃
師〃
堂〃
九〃
月〃
九〃
日〃
役〃
銭〃
、
三〃
百〃
卅〃
文〃
未〃
進〃
之〃
内〃
百〃
文〃
請〃
取〃
候〃
、

　
　
永
禄
六
、
七
、
十
四
日

　
　

一�

弐
百
文　
地
子
銭
、
石
黒
■
四
郎
左
衛
門
尉
方
よ
り
請
取
候
、
去
十

二
月
分
百
文
未
進
也
、
其
都
合
七
百
文
余
在
之
由
候
、

　
　
永
禄
六
、
後
十
二
月
卅
日

　
　

一
弐
百
文　

地
子
銭
、
石
（
四
郎
左
衛
門
尉
）

　

黒 

方
よ
り
請
取
候
、�

＼

　
　
　

 

（
綴
じ
目
）

＼　

一�

宗（岡
忠田）方
よ
り
五
十
文
方
ニ
米
八
舛
八
合
持
候
、
但
五
十
文
方
ニ
壱
舛

二
合
不
足
也
、
重
而
算
用
可
申
候
由
申
遣
候
也
、

　
　
九
月
十
六
日

　
　

一
宗
忠
地
子
銭
百
五
十
文
持
来
候
、

　
　
十
月
十
五
日

　
　

一
宗
忠
方
よ
り
わ
ら
廿
四
丸
持
候
、
代
百
文
也
、

　
　
十
月
十
九
日

　
　

一
宗
忠
地
子
銭
百
四
十
八
文
持
来
候
、

　
　
十
月
廿
日

　
　

一
宗
忠
方
よ
り
わ
ら
廿
八
丸
持
候
、
代
百
文
也
、

　
　
十
月
廿
一
日

　
　

一�

菊（公
彦
）亭殿

ヘ
十
疋
持
進
上
候
、
前
々
都
合
し
て
七
月
分
百
疋
参
候
、
去

十
二
月
分
合
弐
百
疋
也
、

　
　
十
一
月
十
二
日

　
　

一
宗
忠
地
子
銭
弐
十
疋
持
来
候
、

　
　
　
　

前
々
合
壱
貫
八
百
六
十
文
歟
、

　
　
壬
十
二
、
十
二
日

　
　

一
宗
忠
地
子
銭
百
五
十
七
文
、

　
　
　
　

以
上
壱
貫
九
百
卅
五
文
歟
、�

＼

／

／

／
／

／

／
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（
後
筆
）

　
　
　
　
　
　

五

（
六
丁
目
）

＼　

一
西
京
た
い
た
ん
弥
七
地
子
銭
方
ニ
草
廿
一
束
請
取
候
、
代
百
文
、

　
　
壬
十
二
月
廿
五
日

　
　

一
宗（岡
田
）忠地

子
銭
六
十
二
文
持
来
候
、

　
　
　
　

合
弐
貫
文
也
、
七
月
分
請
取
遣
候
、

　
　
　

永
禄
六
年
後
十
二
月
卅
日

　
　

一
壱
貫
文
、
宗
忠
地
子
銭
納
候
、
先
日
五
十
疋
借
用
候
、

　
　
但
七
年
正
月
十
二
日
ニ

　
　

一
百
文
、
宗
忠
持
来
候
、

　
　
同
三
月
四
日
ニ

　
　

一
百
八
十
二
文
、
宗
忠
地
子
銭
持
来
候
、

　
　

一
五
十
文
、
宗
忠
方
よ
り
、
但
能
重
方
よ
り
立
用
之
、

　
　
六
年
後
十
二
月
卅
日

　
　

一
弐
百
文
、
石
（
四
郎
左
衛
門
尉
）

　

黒 

方
よ
り
地
子
銭
取
之
、

　
　
同
後
十
二
月
廿
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
竹
岡
九
郎
兵
廻

　
　

一
『
十
一
文
上
、
薬
師
堂
前
地
子
取
、

　
　
『
去
年
分
八
文
、
当
年
六
□
合
、
十
五
文
未
進
也
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

八
文
未
進
也

　
　

一
十
文
上
、
薬
師
堂
之
（
野
）の

地
子
銭
取
也
、
壱
所
を
二
ニ
分
也
、�

＼

　
　
　

 

（
綴
じ
目
）

＼　

一
宗
地
方
に
て
地
子
方
ニ
酒
取
候
、
卅
文
、

　
　

一
四
百
文
、
菊（公
彦
）亭殿

ヘ
御
礼
物
内
進
上
申
候
、
御
（
菊
亭
晴
季
）

方 

様
ヘ
弐
十
疋
、

　
　

一
十
疋
、
菊
亭
殿
ヘ
御
礼
物
内
参
候
、

　
　

一
弐
十
疋
、
菊
亭
殿
ヘ
御
礼
物
内
参
候
、

　
　
　
　

合
七
百
文
参
候
也
、

　
　
　

永
禄
七
年
七
月
六
日

　
　

一
麦
納
銭
之
事

　
　

『
壱
貫
文
之
内　
　
　
　

本
郷
与
七
郎
弁

　
　
　

『
但
此
内
弐
百
文
不
進
、
三
郎
衛
門
請
取
也
、

　
　
同

　
　

一
壱
貫
六
百
五
十
七
文　

緒
（
右
近
助
）

菅
弁

　
　
　
　
　

‌�

但
此
内
八
百
文
納
所
也
、『
弐
百
文
ハ
吉
積
入
（
民
部
入
道
）

道
請
乞
、
則
書

状
ア
リ
、
緒
菅
前
不
進
、

　
　
　
　
　
　
　
此
内
三
百
五
十（文
脱
カ
）

請
取
候
、

　
　
　
　
　
о
六
百
五
十
七
文
也
、

　
　
　

同
社
家
支
配
之
事�

＼

　
　
　
　
　

 

（
後
筆
）

　
　
　
　
　
　

六

（
七
丁
目
）

＼　
　
　

三
百
文　
　
　
　
　

八
嶋
屋
ヘ
下
行
候
、

／

／
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但
此
内
弐
百
文
不
進
、

　
　
　
　

七
百
文　
　
　
　
　

衆
中
支
配

　
　
　
　

百
文　
　
　
　
　
　

目
代

　
　
　
　

百
文　
　
　
　
　
　

奉
行
分
、
貞
福
院
召
之
、

　
　
　
　

百
文　
　
　
　
　
　

執
行
分
、
妙
蔵
院
召
之
、

　
　
　
　

百
文　
　
　
　
　
　

‌�
両
役
者
、
我
等
五
十
文
給
候
、
能
福
方
ヘ
四

十
九
文
遣
候
、

　
　
永
七
『
十
月
十
三
日

　
　

一
宗（岡
忠田）方
よ
り
百
文
地
子
持
来
候
、

　
　
　

『
以
上
、
壱
貫
九
百
六
十
二〃
五
文
歟
、

　
　

『
納
柏
野
畠
菊（公
彦
）亭殿

御
寄
進
地
子
銭
事

　
　
　
　
　

合
弐
貫
文
者
、
此
外
五
百
文
、
代
官
徳
分
と
し
て
宗
忠
ヘ
遣
之
候
、

　
　
　

右
、
所
請
取
申
状
如
件
、

　
　
　
　

永
禄
六
年
後
十
二
月
卅
日

　
　
　
但
永
禄
七
年
十
二
月
算
用
し
て
遣
候
也
、�
＼

　
　
　

 

（
綴
じ
目
）

＼『
一
請
取
申
屋
地
子
銭
之
事

　
　
　
　

合
八
十
文
者
、
大
宮
た
い
た
ん
弥
七
弁
、

　
　
　

右
、
所
請
取
申
状
如
件
、

　
　
　
　

永
禄
六
年
十
二
月
卅
日

　
　

一
且
請
取
屋
地
子
銭
之
事

　
　
　
　

合
四
十
文
者
、
大
宮
た
い
た
ん
弥
七
弁
、

　
　
　

右
、
所
請
取
申
状
如
件
、

　
　
　
　

永
禄
七
年
七
月
十
四
日

　
　

一
且
請
取
薬
師
堂
裏
之
屋
地
子
銭
事

　
　
　
　

‌�

合
十
七
文
者
、
但
此
内
四
文
未
進
、
去
年
十
二
月
八
文
未
進
、
合
十
二

文
未
進
也
、

　
　
　
　

永
禄
七
年
七
月
十
四
日

　
　

一�

薬
師
堂
前
之
（
野
）と

相
合
也
、
十
八
文
出
候
、
但
一
円
未
進
也
、
竹
岡
九

郎
兵
廻
百
姓
也
、

　
　
　
　

永
禄
七
、
ゝ
月
分�

＼

　
　
　
　
　
　
（
後
筆
）

　
　
　
　
　
　

七

（
八
丁
目
）

＼　
永
禄
七
年

　
　

一
去
三
月
三
日
御
借
銭
之
事

　
　
　
　

合
六
百
五
十
文
之
内
百
文
用
捨
候
、
残
而
四
百
文
且
請
取
候
、

　
　
永
禄
七
、
七
月
十
四
日
ニ

　
　

一
三
月
三
日
御
借
銭
百
文
請
取
候
、『
残
而
五
十
文
未
進
也
、

　
　

一
柏
野
畠
菊（公
彦
）亭殿

御
寄
進
地
子
銭
事

／
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合
壱
貫
参
百
文
、
宗（岡
田
）忠持

来
候
、

　
　
　

右
、
且
請
取
状
如
件
、

　
　
　
　

永
禄
七
年
七
月
十
四
日

　
　

一�

菊
亭
殿
ヘ
御
礼
物
之
内
、
去
十
二
月
分
七
百
文
進
上
候
、
其
都
合
三

百
文
、
只
今
七
月
分
三
十
疋
、
合
六
百
文
持
進
上
候
、
書
状
参
候
也
、
＼

　
　
　

 

（
綴
じ
目
）

＼　
八
月
十
八
日

　

『
一
弐
百
文
、
地
子
銭
宗
忠
持
来
候
、

　
　
九
月
十
四
日

　
　

一�

弐
百
文
、
菊
亭
殿
ヘ
御
礼
物
之
内
持
参
申
候
、
松
千
世
申
次
に
て
、

あ
ち
や
〳
〵
へ
あ
つ
け
申
候
、
去
七
月
分
都
合
五
十
疋
進
上
申
候
、

巻
数
同
前
、

　
　
十
月

　
　

一
弐
百
文
、
御
礼
物
之
内
進
上
候
、

　
　
十
月

　

『
一
弐
百
文
、
地
子
銭
宗
忠
持
来
候
、

　
　

一
菊
亭
殿
ヘ
草
五
束
進
上
申
候
、
旧
例
也
、

　
　
十
二
月
二
日

　

『�

一�

十
疋
、
地
子
銭
宗
忠
方
よ
り
取
候
、
則
菊
亭
殿
ヘ
も
た
せ
遣
候
、
高

木
越
中
返
事
在
之
、

　
　
十
二
月
十
四
日

　

『
一
十
疋
、
地
子
銭
宗
忠
持
来
候
、
卅
七
文
、
同
前
、
未
進
分
六
十
文
也
、
＼

　
　
　
　
　
　
（
後
筆
）

　
　
　
　
　
　

八

（
九
丁
目
）

＼『
一
六
十
文
、
地
子
銭
宗（岡
田
）忠持

来
候
、

　
　
十
二
月
廿
七
日

　

一
弐
百
文
、
菊（公
彦
）亭殿

ヘ
七
月
分
御
礼
百
疋
之
分
相
済
候
、

　
　
　
　

永
禄
七
、
十
二
月
廿
九
日

　

一
菊
亭
殿
御
寄
進
地
子
銭
之
事
、

　
　

且
壱
貫
文
宗
忠
持
来
候
、

　
　

御
礼
物
之
内
五
百
文
進
上
候
、
但
正
月
五
日
ニ
持
参
申
候
、

　

一�

永
禄
五
年
十
二
月
分
よ
り
役
者
之
儀
被
申
付
、
吉
積
民
部
入
道
方
未
進

ニ
、
松（
梅
禅
　
興院）よ

り
催
促
被
入
、
四
貫
文
納
所
候
、
同
六
年
分
緒
（
右
近
助
）

菅
方
之

前
未
進
壱
貫
弐
百
文
在
之
、
侘
言
可
申
候
由
申
間
、
重
而
之
儀
た
る
へ

き
の
よ
し
申
候
て
、
同
七
年
十
二
月
分
、
緒
菅
分
且�

＼

　
　
　

 

（
綴
じ
目
）

＼　

‌�

壱
貫
文
請
取
候
、
吉
積
方
戸
引
ニ
付
而
一
円
未
進
也
、
壱
貫
能
福
・
我

等
分
に
て
五
十
疋
宛
取
申
候
也
、

　
永
禄
七
、
十
二
月
分

　

一�
西
京
竹
岡
九
郎
兵
衛
地
子
銭
事
、
十
七
文
請
取
候
、
但
去
七
月
分
未
進

也
、
当
納
ニ
草
わ
ら
取
候
、
重
而
算
用
可
申
候
也
、

　
同

／
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一�

西
京
薬
師
堂
之
（
野
）の

屋
敷
地
子
十
八
文
請
取
候
、
但
前
々
未
進
十
二
文
ア

リ
、
重
而
算
用
可
申
也
、

　
同

　

一
石
黒
四
郎
左
衛
門
方
地
子
銭
□

　
　

合
弐
百
文
者
請
取
申
候
也
、
則
弥
次
郎
給
分
ニ
遣
候
也
、�

＼

　
　
　
　
　
　
（
後
筆
）

　
　
　
　
　
　

九

（
十
丁
目
）

＼『
一
宗（岡
田
）忠地

子
銭
之
方
ニ
酒
弐
百
六
十
文
ま
い
り
候
、
度
々
合
也
、

　
永
禄
八
、
正
、
五
日

一�

菊（公
彦
）亭殿

ヘ
御
礼
物
、
去
十
二
月
分
五
十
■
疋
持
参
申
候
、
残
而
五
十
疋
也
、

　
永
禄
八
、
四
、
三
日

一
菊
亭
殿
ヘ
御
礼
物
之
内
、
去
十
二
月
分
弐
十
疋
持
遣
候
、

　
同
、
五
月
十
八
日

一�

菊
亭
殿
ヘ
弐
十
疋
御
礼
物
内
持
参
申
候
、
巻
数
同
前
、
弐
百
文
者
十
二
月

分
也
、
残
而
十
疋
也
、

　
同
、
七
月
十
四
日

一�

菊
亭
殿
ヘ
御
礼
物
之
残
十
疋
持
進
候
、
十
二
月
分
相
済
候
、
御
き
一
盆
進

上
申
候
、
旧
例
也
、

　
　
　
　
七
月
六

一
永
禄
八
年
麦
納
銭
之
事

　
　

壱
貫
六
百
五
十
七
文
之
内
、
且
壱
貫
文
請
取
候
、

　
　

緒
（
右
近
助
）

菅
分
、
度
々
ニ
米
□
に
て
参
候
、
代
四
百
卅
六
文
、
未
進
弐
百
弐
十
七
文
也
、

　

一
同
年
七
月
六
日
麦
納
銭
之
事�

＼

　
　
　

 

（
綴
じ
目
）

＼　

‌�

壱
貫
文
之〃
内〃
、
且〃
五〃
百〃
文〃
請
取
候
、
本
郷
与
七
郎
分
未〃
進〃
上〃
候〃
ハ〃
一〃
行〃

に〃
て〃
、
九〃
月〃
中〃
ニ〃
可〃
致〃
沙〃
汰〃
之〃
由〃
侘〃
言〃
申
也
、

　
　

‌�

永
禄
六
七
両
年
未
進
、
緒
菅
分
七
百
六
十
四
文
在
之
、
八
年
未
進
弐
百

廿
一
文
在
之
、
合
九
百
八
十
五
文
□
、

『
永
禄
八
年
七
月
十
四
日

　

一
柏
野
畠
地
子
銭
之
事

�

о
此
内
八
十
四
文
悪
銭
か
へ
し
申
候
、

　
　

且
々
五
百
文
請
取
申
候
、
宗
忠
持
来
候
、
合
о
壱
貫
七
百
四
十
八
文
、

　
　
　

残
而
未〃
進〃
弐〃
百〃
五〃
十〃
文〃
也〃
、

　
　
　
　
　
三
百
■四
　
十
■
■
文

　
同

『
一�

西
京
堂
の
（
野
）之

地
子
銭
、
去
年
十
二
月
分
十
七
文
出
候
、
七
月
分
一
円
未

進
也
、

　
同

『
一
同
堂
前
十
七
文
出
候
、
去
十
二
月
分
也
、
当
納
一
円
未
進
也
、

　
同

　
『
一
菊
亭
殿
ヘ
御
礼
、
残
十
疋
に
て
相
済
候
、�

＼

　
　
　
　
　
　
（
後
筆
）

　
　
　
　
　
　

十

（
十
一
丁
目
）

＼
同

／

／
／
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一
石
黒
四
郎
左
衛
門
尉
地
子
銭
之
事
、
弐
百
文
請
取
候
也
、

『
一
納
柏
野
畠
菊（公
彦
）亭殿

御
寄
進
地
子
銭
事
、

　
　
　

合
弐
貫
文
者
、
此
外
五
百
文
代
官
徳
分
と
し
て
宗（岡
忠田）ヘ
進
之
候
、

　
　

右
、
所
請
取
申
状
如
件
、

　
　
　

永
禄
七
年
七
月
十
四
日

『
一
納
柏
野
畠
菊
亭
殿
御
寄
進
地
子
銭
之
事

　
　
　

合
弐
貫
文
者
、
此
外
五
百
文
代
官
徳
分
と
し
て
宗
忠
ヘ
進
之
候
、

　
　

右
、
所
請
取
申
状
如
件
、

　
　
　

永
禄
七
年
十
二
月
卅
日

　
永
禄
八
、
十
二
月
卅
日

　

一
西
京
薬
師
堂
の
（
野
）之

十
七
文
之
請
取
遣
候
、
去
七
月
分
用
捨
候
、

　
同

　

一
同
前
の
地
子
十
文
ま
い
り
候
、
八
文�
＼

　
　
　

 

（
綴
じ
目
）

＼　

未
進
也
、

　
同

　

一
た（
い弥　
　
七たん）地

子
八
十
文
、
前
ニ
草
に
て
ま
い
り
候
、

　
同

　

一 

石
（
四
郎
左
衛
門
尉
）

　

黒 

地
子
銭
百
文
ま
い
り
候
、
百
文
未
進
也
、

『
永
禄
八
、
十
二
月
卅
日	

三
百
七
文	

但
悪
銭
百
九
十
文
か
へ
し
候
也
、

　

一�

柏
野
畠
地
子
銭
且
々
壱
貫
五
百
文
請
取
候
、
о
前
々
未
進
等
重
而
算
用

可
申
也
、

　
同

　

一�

役
者
銭
弐
貫
二
百
文
且
請
取
申
候
、
但
壱
貫
文
者
符
付
候
間
、
そ
の

ま
ゝ
置
候
、
六
百
文
先
々
相
分
也
、
但
後
日
ニ
、
符
付
た
る
壱
貫
文
え

り
候
て
と
り
候
、

『
一
宗
忠
方
よ
り
廿
五
文
請
取
申
也
、

　
永
■
九
年
之
内

　

一
菊
亭
殿
ヘ
御
礼
物
三
十
疋
預
ヶ
申
候
、

　
同　

永
九
、
七
月
十
三
日
ニ

　

一
菊
亭
殿
ヘ
御
礼
物
二
十
疋
預
ヶ
申
候
、�

＼

　
　
　
　
　
　
（
後
筆
）

　
　
　
　
　
　

十
一

（
十
二
丁
目
）

＼
一
九
年
五
月
廿
六
日
ニ
如
此
申
遣
候
、

態
令
啓
候
、
仍
麦
納
之
未
進
之
儀
ニ
度
々
以
使
者
申
候
ヘ
共
、
御
無

沙
汰
無
由
候
、
拙
者
方
ヘ
従
各
催
促
可
被
入
之
由
候
間
、
左
候
ハ
ゝ
、

其
方
仰
可
申
、
今
■
迄
御
等
閑
無
之
付
而
、
色
々
申
延
候
、
急
度
御

馳
走
候
て
可
被
下
候
、
以
前
々
以
日
記
申
候
つ
る
大
事
、
此
分
か
と

存
候
、
相
違
候
ハ
ゝ
可
承
候
、

　
　

一�

永
禄
六
年
分
不
進
四
百
五
十
文
歟
、
一
同
七
年
分
三
百
七
文
歟
、
一

同
八
年
未
進
弐
百
廿
一
文
歟
、
又
者
九
百
八
十
五
文
に
て
候
歟
、
急

／

／
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度
此
時
分
御
調
法
可
然
存
候
、
於
御
由
断
者
使
者
を
引
可
申
候
、

早
々
我
等
如
在�

＼

　
　
　

 
（
綴
じ
目
）

＼　
　

に
て
、
い
あ
る
ま
し
く
候
、
御
届
と
し
て
申
候
、
恐
々
謹
言
、

　
　
　
　

緒
（
緒
菅
右
近
助
）

　

右

　
　
　
　
　
　
　
　

御
宿
所

　

『
永
九
、
七
月
九
日

　
　

一
宗（岡
忠田）方
よ
り
三
十
疋
請
取
申
候
、
但
米
に
て
参
候
、

　

『
永
九
、
七
月
十
四
日

　
　

一
宗
忠
方
よ
り
八
百
五
十
六
文
、

　

『
永
九
、
七
月
分

　
　

一
西
京
た（
い弥　
　
七たん）三

十
五
文
色
々
に
て
請
取
候
、

　
　
永
九
、
七
月

　
　

一�

堂
の
ま
へ
地
子
銭
六
文
参
候
、
但
夕（
か
夕
　
顔ホ）二

、
瓜
二
ま
い
り
候
、
去

十
二
月
未
進
八
文
ニ
六
文
参
候
也
、
去
々
年
七
月
分
一
円
未
進
也
、�
＼

　
　
　
　
　
　
（
後
筆
）

　
　
　
　
　
　

十
二

（
十
三
丁
目
）

＼　
　
　
　
　
菊（公
彦
）亭殿

御
寄
進
分

　
　

一
柏
野
畠
地
子
銭
之
事

　
　
　
　

合
弐
貫
文
者
、
此
外
五
百
文
代
官
徳
分
ニ
宗（岡
田
）忠ヘ

進
之
候
、

　
　
　

右
、
所
請
取
申
状
如
件
、

　
　
　
　

永
禄
八
年
七
月
十
四
日

　
　
　
　
右
之
請
取
申
分
算
用
し
て
都
合
請
取
候
、
如
此
遣
候
、

　
　

一
柏
野
畠
地
子
銭
之
事

　
　
　
　

合
弐
貫
文
者
、
此
外
五
百
文
代
官
徳
分
ニ
宗
忠
ヘ
遣
候
、

　
　
　

右
、
所
請
取
申
状
如
件
、

　
　
　
　

永
禄
九〃
八
年
十
二
月
卅
日

　
　
　
　
右
之
請
取
申
分
都
合
し
て
請
取
遣
候
、

　
　
永
九
、
七
月
十
四
日

　
　

一
柏
野
畠
地
子
銭
之
事

　
　
　

前
々
請
取
申
分
算
用�

＼

　
　
　

 

（
綴
じ
目
）

＼　
　

‌�

し
て
、
去
十
二
月
分
請
取
進
之
候
、
当
納
百
四
十
八
文
也
、
其
後
弐

百
文
、
柴
四
束
代
四
十
文
請
取
候
、

　
　
永
禄
九
、
七
月
七
日

　
　

一�

麦
納
銭
之
事
、
小
畠
源
左
衛
門
尉
被
申
分
候
ヘ
共
、
不
成
事
牢
人
仕

候
て
、
緒
（
緒
菅
右
近
助
）

　

菅 

罷
出
、
御
供
ま
い
ら
せ
候
、
但
御
供
遅
々
候
て
、

九
月
十
一
日
ニ
ま
い
り
候
、
御
借
銭
未
進
無
之
候
、

　
　
永
九
年
九
月
廿
九
日

　
　

一
三
月
三
日
御
供
銭
十
疋
未
進
出
候
、
相
済
申
也
、

　
　
永
禄
九
、
七
月
十
一
日
分
請
取
遣
候
、
十
年
六
月
廿
日
ニ
算
用
し
て
上
也
、

／

／

／

／
／

／
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一
柏
野
畠
菊
亭
殿
御
寄
進
地
子
銭
事
、

　
　
　
　

合
弐
貫
文
者
、
此
外
五
百
文
代
官
徳
と
し
て
宗
忠
ヘ
進
之
候
、

　
　
　

右
、
所
請
取
申
状
如
件
、

　
　
　
　

永
禄
九
年
七
月
十
四
日�

＼

　
　
　
　
　
　
（
後
筆
）

　
　
　
　
　
　

十
三

（
十
四
丁
目
）

＼　
　
　

‌�

永
禄
九
年
十
二
月
分
且
々
請
取
申
候
、
五
百
五
十
七
文
也
、
前
々

算
用
、
十
年
六
月
廿
日
ニ
し
て
、
九
年
七
月
分
皆
済
遣
候
也
、

　
　
　

納
柏
野
畠
菊（公
彦
）亭殿

御
寄
進
地
子
銭
事

　
　
　
　

合
弐
貫
文
者
、
此
外
五
百
文
代
官
徳
と
し
て
宗（岡
田
）忠ヘ

進
之
、

　
　
　

右
、
所
請
取
申
状
如
件
、

　
　
　
　

永
禄
九
年
十
二
月
卅
日

　
　
　
　
　
前
々
少
々
柴
代
算
用
し
て
永
禄
十
年
十
二
月
廿
六
日
ニ
如
此
候
、

　
　
　
け（
ん元
き亀
元）
年
十
二
月
廿
九
日

　
　
　
　

卅
文　
　
　

や
七　

に（
し西

京

の
き
や
う）

　
　
　
け
ん
き
二
ね
ん
七
月
廿
日

　
　
　
　

五
文　
　
　

や
（
た
い
た
ん
）

七　

ま
め
に
て

　
　
　
同
九
日
、
か
す
卅

　
　
　
　

四
十
五
文　

同
う
り
に
て

　
　
　
同
十
四
日

　
　
　
　

五
文　
　
　

う
り

　
　
　
　

三
文　
　
　

ま
め

　
　
　
　

十
文　
　
　

□
平�

＼

　
　
　

 

（
綴
じ
目
）

＼　
　

け
ん
き
元
ね
ん
十
二
月
卅
日
、
は
う
へ
い
つ
い
の
し
や
□
□
、

　
　
　

二　

卯　

六
合　
　
　

ろ（
く六　
　
郎らう）に

て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
し
の
き
や
う
に
て

　
　
　

二　

卯　

六
合　
　
　

ろ（
く
ら
う
ゑ
も
ん）□
□

　
　
　
　
　

く（公
事
）し、

わ（
り
割
　
木き）

一
は
（
把
）、

な
一
は
、
こ
の
内
御
か
ミ
ま
へ
、�

あ（
か朱　
　
舛ます）に

て
一
舛
、
わ（
り
割
　
木ぎ）一

は
、
な
・
は
そ
へ
申
て
、
お

さ
む
る
な
り
、

　
　
　
元
亀
二
年
十
二
月
六
日

　
　
　

一�

七〃
六
日
之
日
た
い
た
ん
、
な
十
六
そ（束
）く、

地
子
銭
之
か
た
ニ
わ
ら

べ
に
持
給
候
、
弥
七
か
事
也
、

　
　
　
け
ん
き
二
ね
ん
十
二
月
廿
八
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
し
の
き
や
う

　
　
　
　

二
舛
六
合　
　
　

ろ
く
ら
う
ゑ
も
ん

　
　
　
　

く
し
物
、
な
二
は
、
は（
り
割
　
木き）二

ハ
あ
ひ
そ
ひ
申
候
な
り
、

　
　
　

元
亀
二
年
極
月
廿
九
日
ニ
別
明
一
斗
、
朱
舛
に
て
公
事
物
、
な
一
は
、

破
（
割
）木�

＼

／

／
／

／

六　

郎　

衛　

門

／

本学所蔵「北野社宮仕沙汰承仕家資料」所収の中近世文書について（一）
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（
後
筆
）

　
　
　
　
　
　

十
四

　

永
禄
十
一
年（
一
五
六
八
）、
織
田
信
長
が
足
利
義
昭
を
奉
じ
て
入
京
す
る
が
、

本
資
料
は
、
そ
の
六
年
前
に
当
た
る
永
禄
五
年
か
ら
記
載
が
始
ま
り
、
元
亀
二
年

（
一
五
七
一
）を
最
後
に
記
載
が
見
ら
れ
な
く
な
る
。
最
後
の
ほ
う
の
記
述
、
す
な

わ
ち
「
元
亀
二
年
極
月
廿
九
日
ニ
別
明
一
斗
、
朱
舛
に
て
公
事
物
、
な
一
は
、
破
（
割
）

木
」
で
あ
る
が
、
こ
の
後
に
も
本
来
は
記
述
が
存
在
し
た
と
見
ら
れ
る
。「
破

木
」
の
後
に
そ
の
数
量
を
示
す
記
載
が
存
在
し
た
と
推
測
さ
れ
る
た
め
で
あ
る
。

恐
ら
く
作
成
か
ら
暫
く
後
に
、
こ
れ
ら
を
記
す
部
分
が
失
わ
れ
、
後
半
が
欠
け
た

状
態
で
伝
来
し
た
と
想
定
さ
れ
る
。

　

説
明
が
前
後
す
る
が
、
本
資
料
の
形
状
は
横
帳
で
あ
り
、
寸
法
は
縦
一
一
・
二

セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
横
三
〇
・
二
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。
美
濃
紙
の
上
に
楮

紙
を
貼
り
付
け
た
状
態
と
な
っ
て
い
る
。
美
濃
紙
が
江
戸
時
代
の
史
資
料
に
よ
く

用
い
ら
れ
る
こ
と
を
踏
ま
え
る
な
ら
、
こ
う
し
た
状
態
に
な
る
の
は
、
江
戸
時
代

の
こ
と
で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
当
該
期
に
、
戦
国
時
代
に
作
成

さ
れ
た
楮
紙
の
古
文
書
を
美
濃
紙
の
上
に
貼
り
付
け
て
保
存
し
た
と
も
考
え
ら
れ

る
の
で
あ
る
。

　

本
資
料
の
記
主
に
つ
い
て
も
述
べ
て
お
く
。（
ア
）永
禄
四
年
に
北
野
社
の
沙
汰

承
仕
職
に
補
任
さ
れ
た
同
社
の
社
僧
能
哲（（
（

の
花
押
が
一
丁
目
に
存
在
す
る
点
、

（
イ
）四
丁
目
お
よ
び
七
丁
目
に
北
野
社
僧
の
能
福
と
能
哲
の
両
名
が
「
役
者
」
と

し
て
見
え
る
が
、
能
福
に
つ
い
て
は
「
能
福
」
と
記
す
の
に
対
し
、
能
哲
に
つ
い

て
は
「
我
等
」
と
記
す
こ
と
か
ら（
七
丁
目
）、
記
主
は
能
哲
と
想
定
し
て
よ
い
の

で
は
な
い
か
。

　

内
容
に
つ
い
て
述
べ
る
。
記
載
が
見
ら
れ
る
時
期
に
注
目
す
る
な
ら
、
本
資
料

は
信
長
入
京
前
後
の
京
都
や
北
野
社
に
つ
い
て
知
り
得
る
資
料
と
言
え
よ
う
。
筆

者
の
関
心
が
入
り
込
ん
で
し
ま
う
が
、（
1
）北
野
社
は
同
社
周
辺
の
柏
野
や
西
京

で
収
取
を
行
っ
て
い
た
が
、
そ
の
際
、
悪
銭
で
地
子
銭
が
納
入
さ
れ
る
こ
と
が
あ

り
、
北
野
社
が
そ
れ
ら
を
返
却
し
た
事
実
は
興
味
深
い（
四
丁
目
・
十
丁
目
・
十
一

丁
目
）。
当
時
の
京
都
で
悪
銭
が
広
汎
に
流
通
し
て
い
た
こ
と
は
幾
度
と
な
く
指

摘
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
う
し
た
北
野
社
領
に
お
け
る
事
例
は
、
右
の
指
摘
を
補
強

す
る
材
料
と
な
り
得
よ
う
。
ま
た（
2
）麦
納
銭
・
地
子
銭
の
「
未
進
」「
不
進
」

に
関
す
る
記
載
が
多
数
見
ら
れ
る
点
も
興
味
深
い
。
北
野
社
に
納
入
さ
れ
て
い
な

い
麦
納
銭
・
地
子
銭
の
存
在
か
ら
、
こ
う
し
た
得
分
の
維
持
が
困
難
に
な
る
く
ら

い
同
社
の
所
領
支
配
が
困
難
な
情
況
と
な
っ
て
い
た
の
か
。
そ
れ
と
も
、
こ
の
時

期
の
京
都
周
辺
の
武
家
領
・
公
家
領
・
寺
社
領
で
は
「
未
進
」「
不
進
」
が
頻
繁

に
起
こ
り
、
北
野
社
も
そ
の
例
外
で
は
な
か
っ
た
と
見
る
べ
き
か
は
、
考
え
て
み

て
も
よ
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
な
お
、
本
資
料
に
は
永
禄
十
一
年
・
同
十
二
年

に
つ
い
て
の
記
載
が
見
ら
れ
な
い
。
信
長
入
京
に
伴
う
政
治
的
・
社
会
的
変
動
と

こ
の
事
と
の
間
に
関
わ
り
が
あ
る
の
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
、
今
は
不
明
と
言
う

し
か
な
い
。

2　

林
善
金
等
連
署
闕
所
地
売
券（
資
料
番
号
Ｂ
―
9
）

　
　
（
花
押
印
）

　

永
代
直
銭
四
貫
文
ニ
売
渡
申
闕
所
知
（
地
）之

事
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一
西
京
葛
納
神
用
之
外
徳
分
之
事
、

一�
柏
野
畠
之
事
、
一
今
小
路
屋
敷
地
子
銭
壱
ヶ
所
行
季
ニ
百
文
、
彦
三
郎
分
、
一

同
壱
ヶ
所
孫
左
衛
門
分
、
行
季
ニ
八
拾
文
、
一
壱
ヶ
所
太
郎
衛
門
分
、
行
季
ニ

百
卅
文
也
、
今
小
路
此
屋
敷
三
ヶ
所
内
よ
り
者
、
御
本
役
行
季
ニ
五
拾
文
宛
、

当
（
曼
殊
院
覚
恕
）

門
様
仁
可
被
参
上
事
、
一
北
畠
之
内
薮
壱
ヶ
所
御
地
子
、
行
季
ニ
五
拾
文
可

有
納
所
事
、

　
　

‌�

右
、
此
外
諸
役
無
之
、
若
為
何
時
共
違
乱
煩
申
輩
出
来
者
、
従　

当
門
様
可

被
仰
分
之
旨
候
、
随
而
我
等
両
三
人
も
其
明
目
可
申
着
也
、
仍
此
分
永
代
売

券
状
如
件
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
竹
内
宮
御
門
跡
雑
掌　

林
出
雲

　
　
　

永
禄
六
年
卯
月
廿
六
日　
　
　

善
金（
花
押
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

目
代

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

慶
世（
花
押
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

因
幡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

心
碩（
花
押
）

　
　
　
　
　
　

能
哲

　
　
　
　
　
　

能
重

　

本
文
書
の
形
状
は
竪
紙
で
あ
り
、
寸
法
は
縦
二
七
・
八
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
横

四
四
・
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。
料
紙
は
楮
紙
で
あ
る
。

　

差
出
人
の
林
善
金
は
、「
竹
内
宮
門
跡
雑
掌
」
と
い
う
記
載
か
ら
、
曼
殊
院
門

跡
の
覚
恕
に
仕
え
る
人
物
と
判
断
で
き
る
。「
永
禄
八
年
目
代
慶
世
引
付
」
の
永

禄
八
年
五
月
二
十
六
日
条
に
よ
れ
ば
、
彼
の
通
称
は
「
出
雲
入
道
」
で
あ
っ
た（（
（

。

な
お
、
曼
殊
院
門
跡
は
北
野
社
の
別
当
職
を
兼
ね
て
い
る
。

　

慶
世
は
、
差
出
の
「
目
代
」
と
い
う
記
載
か
ら
、
北
野
社
の
目
代
を
務
め
て
い

た
人
物
と
判
断
で
き
る
。
心
碩
は
、
差
出
か
ら
「
因
幡
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
こ
と

が
う
か
が
え
、「
永
禄
六
年
目
代
慶
世
引
付
」
永
禄
六
年
三
月
十
八
日
条
に
よ
る

と
（
３
）、
門
跡
覚
恕
の
命
で
上
使
を
務
め
て
い
る
。

　

宛
名
に
見
え
る
能
哲
は
、「
永
禄
六
年
目
代
慶
世
引
付
」
永
禄
六
年
正
月
一
日

条
に
よ
れ
ば
、
こ
の
年
は
北
野
社
の
公
文
承
仕
を
務
め
て
い
る（（
（

。
能
重
は
慶
世
の

引
付
を
は
じ
め
と
す
る
北
野
社
関
係
の
古
記
録
に
幾
度
と
な
く
登
場
し
、
さ
き
に

紹
介
し
た
「
能
哲
古
記
地
子
銭
受
納
帳
」
に
も
見
え
る
。
彼
も
北
野
社
の
社
僧
で

は
な
か
ろ
う
か
。

　

本
文
書
は
、
能
哲
・
能
重
の
両
人
に
対
し
、
西
京
の
神
用
の
葛
以
外
の
徳
分
や
、

柏
野
の
畠
を
は
じ
め
と
す
る
闕
所
地
を
銭
四
貫
文
で
永
代
売
し
た
際
に
作
成
さ
れ

た
売
券
で
あ
る
。
林
善
金
や
慶
世
、
心
碩
の
立
場
や
「
従　

当
門
様
可
被
仰
分
之

旨
候
」
に
留
意
す
る
な
ら
、
北
野
社
別
当
を
兼
ね
る
曼
殊
院
門
跡
覚
恕
の
了
解
の

も
と
で
、
永
代
売
が
行
わ
れ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
。

注（
1
）	

細
川
涼
一
「
中
世
の
北
野
社
と
宮
仕
沙
汰
承
仕
家
」（
細
川
『
日
本
中
世
の
社
会

と
寺
社
』
思
文
閣
出
版　

二
〇
一
三
年
、
初
出
一
九
九
八
年
）。

（
2
）	

「
永
禄
八
年
目
代
慶
世
引
付
」
永
禄
八
年
五
月
二
十
六
日
条（
北
野
天
満
宮
史
料
刊

行
会
編
『
北
野
天
満
宮
史
料　

目
代
日
記
』
収
録　

北
野
天
満
宮
発
行
）。

（
3
）	
「
永
禄
六
年
目
代
慶
世
引
付
」
永
禄
六
年
三
月
十
八
日
条（
前
掲
註
2
『
北
野
天
満

宮
史
料　

目
代
日
記
』
収
録
）。

（
4
）	

「
永
禄
六
年
目
代
慶
世
引
付
」
永
禄
六
年
正
月
一
日
条（
前
掲
註
2
『
北
野
天
満
宮

史
料　

目
代
日
記
』
収
録
）。

本学所蔵「北野社宮仕沙汰承仕家資料」所収の中近世文書について（一）
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